
横浜天声キリスト教会　　週報　第 8巻 25号（No.177）　　2013年 6月 23日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　･･･････････････････ 御言葉に耳を傾け、心を主に向けましょう。 

*賛美　･･････････････････ 　４４１番

*交読文　････････････････ 　１７番

*使徒信条　････････････・ 会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１７４番

礼拝のための祈り　･･･････ 川合ゆきえ姉妹

賛美　･･･････････････････ 　３４６番

メッセージ　･･････････････ ナルドの香油とイスカリオテのユダ(ヨハネ１２：１－８)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････・ 　４４４番

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告と歓迎　･････････････ 韓日聖歌が仕入れ可能となりました（１冊３０００円）。　新来の

方々や兄弟姉妹達のために何冊か購入頂ければ幸いです。

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

祈祷課題

・この教会が神の御声を聞いて御心を行う教会となるように

・病、貧しさ、悲しみの内にある兄弟姉妹のために

・兄弟姉妹達がキリストの香りを豊かに世に放ち、仕事、事業が祝福されるように

・主に忠実で御霊に満ちた奉仕者が 70名与えられるように

・終末の災いに実際に直面している兄弟姉妹の守りのために

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

だれに対しても悪をもって悪に報いず、すべての人に対して善を図りなさい。で

きる限りすべての人と平和に過ごしなさい。

＿＿＿よ。自分で復讐をしないで、むしろ、神の怒りに任せなさい。

なぜなら、「主が言われる。復讐はわたしのすることである。わたし自身が報復す

る」と書いてあるからである。

むしろ、「もし＿＿＿の敵が飢えるなら、彼に食わせ、かわくなら、彼に飲ませな

さい。そうすることによって、＿＿＿は彼の頭に燃えさかる炭火を積むことになる

のである」。

悪に負けてはいけない。かえって、善をもって悪に勝ちなさい。(ローマ 12:17-21)

メッセージ概要

イエス様が十字架にかかられる 6 日前、イエス様はベタニヤのある家へ行かれた。そこはイエス様がよく行

く所、イエス様が愛されたマルタ、マリヤ、ラザロの三姉弟がいる、イエス様にとって居心地の良い所だった。

かつてマルタは、イエス様の足元で御言葉に聞き入っているマリヤを怒り、自分の手伝いをするようイエス

様に指図して、逆にたしなめられた彼女だったが、ラザロをよみがえらせて頂き、イエス様こそいのちの君

で、彼のなさる事は何もかもが素晴らしいと知った彼女は、その、もてなしの賜物を遺憾なく発揮していた。

そしてラザロは、死んでいた所を蘇らせていただき、今、仲の良い皆と食事を共にし、死から救われたいの

ちを生きる喜びを噛み締めながら、共に交わりを楽しんでいた。

そして、いつもイエス様の足元で御言葉に聞き入っていたマリヤは、イエス様に最上の香油を捧げた。

最も高価なもの、それはイエス様の口から語られる御言葉であり、それこそマリヤにとって一番の宝である。

それをいつも足元で頂いていたマリヤは、自分が取っておいたものの中で、一番高価なもの、自分のため

に一度も使った事のない、純粋なナルドの器を割り、自分の信仰を混ぜつつ、一滴残らず捧げ尽くした。

イエス様の尊いその足に、心の中で「ありがとう」を言いながらナルドをそそぎ、女の冠である髪で拭った。

この尊い足がわたしを訪ねて下さいました、この足を使って。みずぼらしい我が家に入って来て下さいまし

た。つたないおもてなしを受けて下さいました。わたしに尊い御言葉を語って下さいました。わたしを選び、

死から救って下さいました、ありがとうございます、ありがとうございます。そのような気持ちを、込めながら。

彼女は、主への尊敬と愛、主への信仰を、そのナルドに混ぜ、注ぎ尽くし、その香りは、主の御前にいっそ

う高価で尊くなり、家全体を、そして、  全世界に永遠の記念として広がった  。  

主はどれほど満足されただろう！私達も、マリヤのような、捧げ尽くす信仰が与えられるよう祈るべきである。

この三姉弟の奉仕によって高貴な香りが立ち登る、聖なる雰囲気を押し破り、しゃしゃり出てくる物がいた。

イスカリオテのユダである。

彼は、マリヤが捧げたこの香油は、カネでは幾らになる、と、値積もりし、「なぜこれを 300デナリに売って

貧しい人に施さなかったのか」と、文句を言った。それは、貧しい人に心を配っていたからではなく、彼は

「弟子」という立場でありながら、盗人で、それを着服したかったからである。

彼は後に、イエス様を銀３０枚（９０日分の日当）で売った。それはすなわち、３００デナリ（３００日分の日当）

の三分の一以下の値段である。つまり、イエスに 300デナリも注ぐなど、もったいない、私に預けてくれれ

ば、思い通りの活用ができたのに、と、思っていたのだ。

あの３００デナリの何割かは俺のもの、残りは貧しい人達にやって、「ユダさま、恵んで下さりありがとうござ

います」「さすがユダさま、お優しいですね」といった賛辞を、いっぱいもらえたのに、と、思っていたのだ。

ユダの性質は、キリストや有名な先生にひっつき、聖徒の奉仕や、あらゆる捧げものに、じっと目を凝らし、

教会で捧げられた献金や素晴らしい賛美、愛さんの食物、あるいは教会で聞いた素晴らしい御言葉の解

釈、それらを値積もりし、横取りし、自分の財布や自分の腹、自分の名誉のために、着服しようとつけ狙う。

そのようなユダの性質は、私達に無いだろうか。それがどれ程卑しく恥ずかしい事であるか知るべきである  。  

イエス様は当然、ユダの嫌らしい魂胆を見抜いていたが、イエス様はそれを公にして叱り飛ばし、聖なる香

り高い雰囲気を一気に壊すような事は、なさらない。

マリヤやマルタの麗しい奉仕、ラザロや友人達の楽しい交わり、その聖なる、香り高い雰囲気を台無しにし

ないよう、イエス様は美しい品性をもって言われた。「そのままにしておきなさい。」

ユダのような浅ましい人間が、聖なる香り高い雰囲気に、汚物を塗るような事は、確かにある。

しかし、私達はそれに対し、  怒りや悪で報いてはいけない  。  

『だれに対しても悪をもって悪に報いず、すべての人に対して善を図りなさい。・・・悪に負けてはいけない。

かえって、善をもって悪に勝ちなさい。』(ローマ 12:17,21)

聖なる香り高い雰囲気は「そのままに」しておくべきであり、イエス様の品性で悪に対応し、勝利すべきだ。

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

日曜礼拝

1部礼拝（韓国語中国語通訳有）10:30
食事/フェローシップ　       　12:00～
2部礼拝                         　14:00
聖書の学び会（箴言）          15:00

金曜徹夜祈祷会                21:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜集会

　1部                                   　13:00～
　2部                                   　19:30～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1Fがファミリーマートになっております。

第 8巻 25号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2013年 6月 23日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園Ⅰ-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp モバイルサイト

聖書メッセージを携帯で

聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！


